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研究成果の概要（和文）：　近年の社会でのデータサイエンス活用事例などを調査し，その特徴やポイントにつ
いてまとめるとともに，既存の国内外の統計教育教材についても調査・整理した。また，知的情報創造力を評価
するための枠組みについても開発した。
　上記の成果に基づき，児童・生徒が主体的に取り組み，探究力や発想力を身に着けることができるデータサイ
エンス教材を開発した。これら教材を配当学年や学習内容に基づいて整理することでデータサイエンス教育カリ
キュラムを開発した。また協力校である小・中・高等学校で上記教材については実践を展開し，そこでの児童・
生徒の学習の様子や事後の調査などから一定の学習効果が見込めることも確認された。

研究成果の概要（英文）：  We have investigated recent examples of data science utilization in 
society and summarized its features and points. And we have also investigated and organized existing
 domestic and overseas statistical education teaching materials. A framework for evaluating 
intellectual information creativity have developed.
  Data science teaching materials that allow students to take the initiative and acquire the ability
 of inquiry and creativity have developed. A data science education curriculum have been developed 
by organizing these teaching materials based on the grade and learning content. It was confirmed 
that the above teaching materials were put into practice at cooperating schools such as elementary, 
junior high, and high schools, and that a certain learning effect could be expected from the 
learning situation of students there and the ex-post survey. 

研究分野：数学教育学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
資質・能力の育成を視野に統計教育が充実される方向となっているが，本研究は同じ方向を目指すものとして統
計教育研究及び実践に資するものであると同時に，先端の統計科学を取り入れることでさらに先へと押し進める
ものである。また，遅れが指摘されている日本の統計教育であるが，統計的問題解決に加えて知的情報創造力育
成が実現すれば，一足飛びに諸外国をリードするほどの優位性を確保するものへと飛躍させることとなる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本の統計教育については，知識や概念・手法のみの指導に傾倒しがちであり，統計的問題解
決等の実践面の指導が弱いことや，それをすでに実現している諸外国のカリキュラムに比べ，
質・量ともに乏しいことなどが指摘されている。2017／2018年改訂の学習指導要領においては
これらの点が改善され，統計的問題解決や意思決定に関わる活動が充実されることが打ち出さ
れている。 
一方で，社会における統計科学の重要度は増しており，ビッグデータの利活用により経済・産
業を始め様々な分野でイノベーションが起こってきていることなどを受け，「統計学」から「デ
ータサイエンス」への転換が進められている。「データサイエンス」では，単なる問題解決・意
思決定に留まらず，データ分析に基づいた革新的な発見や新機軸のサービス提供など知識基盤
社会を担う人材として必要なスキル育成がねらいとされており，次期教育課程での統計教育の
内容よりもさらに先へと向かっている。 
加速度的な社会の変化に伴うデータサイエンスのニーズの増大やイノベーティブ人材育成を
視野に，今後の統計教育についてさらにもう一歩押し進めるための切り口として「知的情報創造
力」の育成が鍵となる。統計的問題解決活動を単なる問題解決や意思決定にとどめるのではなく，
データに基づいて新たな価値ある知識や情報を発見し，イノベーションをもたらすことへとつ
なげる力を「知的情報創造力」とし，この育成を教育に取り入れることで「データサイエンス」
への橋渡しが可能となる。 

 
 
２．研究の目的 
知的情報創造力を備えたイノベーティブ人材育成を目的としたデータサイエンス教育カリキ
ュラムを開発し，実験授業を通して児童・生徒の活動や反応を分析し，効果を明らかにする。 
(1)知的情報創造力を育成するデータサイエンス教育カリキュラムを開発する。 
(2)知的情報創造力を評価する評価枠組みを作成する。 
(3)開発したカリキュラムに基づき，小・中学校段階の学年に応じて授業化し，授業を実施す
る。 
(4)実験授業における生徒の活動の様相や授業後の評価を通じて効果を明らかにする。 

 
３．研究の方法 
 統計教育及び統計科学に関する研究や諸外国の統計カリキュラムに関して調査し，先端
統計科学の視点を踏まえたカリキュラム及び評価枠組みを開発する。 

 試作版のカリキュラム及び評価枠組みを用いて，試験運用を行う。 
 協力校において実験授業を実施し，児童・生徒の活動の様相や評価問題に対する回答を分
析して，効果を検証する。 

 実験授業及び評価を継続実施し検証を重ねる。実施した授業をベースに授業モデルとし
ての成果をまとめ普及を図る。 

 
４．研究成果 
知的情報創造力を備えたイノベーティブ人材育成を目的としたデータサイエンス教育カリキ
ュラムを開発した。まず，Society5.0時代におけるデータサイエンスのニーズ増大を踏まえ，近
年の社会でのデータサイエンス活用事例などを調査し，その特徴やポイントについてまとめる
とともに，既存の国内外の統計教育教材についても調査・整理した。この作業からこれまでの教
材の問題点とデータサイエンス教育カリキュラムが備えるべき要件を明らかにした。また，知的
情報創造力を評価するための枠組みについても開発した。 
上記の成果に基づき，統計的な問題解決活動が十分に展開できることを前提に，児童・生徒が
主体的に取り組み，探究力や発想力を身に着けることができるデータサイエンス教材を開発し
た。具体例としては，小学校向け教材として「忘れ物を減らすにはどうしたらいいだろうか」「学
校でのけがを減らすにはどうしたらいいか」「図書館での図書の貸し出しを伸ばすにはどうした
らいいだろうか」「給食の残菜を減らすにはどうしたらいいか」「バランス力がある人はどんな人
だろう」などが挙げられる。中学校向け教材としては「反射神経がいい人はどんな人だろう」「雨
男って本当にいるんだろうか」「僕たちの生活は日本のほかの人と比べてどう違うんだろう」な
どが挙げられる。高等学校向け教材としては「世界で勝てるサッカーチームを作ろう」「都道府



県別平均寿命にはどんな違いがあるか」「魅力度ランキングの秘密に迫る」「交通事故を減らすに
はどうしたらいいだろうか」などが挙げられる。 
これら教材を配当学年や学習内容に基づいて整理することでデータサイエンス教育カリキュ
ラムを開発した。また協力校である小・中・高等学校で上記教材については実践を展開し，そこ
での児童・生徒の学習の様子や事後の調査などから一定の学習効果が見込めることも確認され
た。 
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